
若さと情熱で市政へ挑戦!!
これからの高知への責任



１．神谷副市長の就任について（２問：市長、副市長）
【質問】
副市⾧に就任されて、まだ２ヶ月半ではあるが、この２ヶ月半の中で、自分自身に何が求められているとお感じになったのか、
高知市の印象や今後の意気込みも含めて神谷副市⾧に伺う。
【答弁】
〇これまで高知以外の様々な場所で暮らしてきた者としての視点から、客観的に高知市を見つめ直し、良いところはさらに伸ばし、課題とされる部分は
少しでも解決に向かうように努めていく。
〇総務省や石川県庁、秋田県庁などでの勤務経験を踏まえて、課題解決に取り組むことはもちろん、女性や若者をはじめとする幅広い市民の皆さまに、
市の施策を分かりやすくお伝えするとともに、市の施策がより効果的なものとなるよう、皆さまの思いを反映していくことも、私の重要な役割のひとつ
であると考えている。自身に期待されている役割や職責をしっかりと自覚し、弘瀬副市⾧とともに桑名市⾧を支え、市政運営に取り組んでいく。

２．人口減少・少子化対策に関する今後の具体的な対策について（２問：市長）
【質問】
本市においても、人口減少対策の取組み強化に向けて、県の「人口減少対策総合交付金」を最大限活用し、桑名市⾧の掲げる県市連携で取り組んでいく
必要があると考えるが、今後具体的にどのような対策をすすめていくのか、また、そのために、現在どのような準備を進めているのか、桑名市⾧に伺う。
【答弁】
〇本市の人口は、昨年発表された国立社会保障・人口問題研究所による人口推計とほぼ同様となる、毎年３千数百人が減少する形で推移しており、人口
減少に依然として歯止めがかかっていない状況である。
〇今年度からスタートした第３期総合戦略では、より踏み込んだ対応が必要と考え、結婚生活支援事業や中学進学時給付事業などの新規事業や、子ども
医療費助成事業の中学生までの拡充等、施策の強化を図っている。
〇県の人口減少対策総合交付金(連携加算型)を最大限活用するため、本年５月に、全庁各部局の課⾧級からなる庁内プロジェクトチームを立ち上げ、検討
を進めている。「若者・女性の雇用創出や移住・定住促進」、「妊娠、出産、子育て支援の充実」という２つのテーマに関するワーキンググループを
立ち上げ、実効性の高い新規事業の実施や既存事業の拡充に向けた検討を進め、「９月議会での予算化」を目指し、スピード感をもって取り組んでいく。

３．本市における政策提言・要望活動について（１問：市長）
【質問】
本市が所属する要望活動団体とこれまでの活動における主な成果、今後の活動に対する姿勢、そしてこの活動を今後のどのように発信していくのか、
桑名市⾧に伺う。
【答弁】
〇本市は、道路関係で「国道33号整備促進期成同盟会」など16団体、河川・海岸関係では「直轄高知海岸整備促進期成同盟会」など５団体に所属している。
〇成果として、国道33号では、蛍橋電停において本年３月、渋滞緩和対策の一環として電停の移設工事が行われたことや四国８の字ネットワークでは、
本年４月に高知県内の全線事業化が決定している。さらに、浦戸湾三重防護事業(国・県が主体の事業)についても、令和13年度の事業完了に向けて
精力的に整備を進めていただいている。
〇市⾧就任後、本年１月の自民党港湾議員連盟総会において、「国土強靭化の加速化」や「三重防護の推進」について直接要望を行い、２月には、国道33号
の中央要望にも参加し、「歩行者の安全性の確保」や「災害時の円滑な交通の確保」などについて要望活動を行った。
〇今後も、国等に対して、確実な予算確保と事業の早期完成について、関係自治体と連携し、積極的に要望活動を行うとともに、市のホームページの活用等
効果的な情報発信の実施に向け検討していく。

４．雨の日の遊び場整備について（２問：市長、こども未来部長）
【質問】
昨年の質問でも取り上げた「雨の日の遊び場整備」については、多くの子育て世代の方から強い後押しをいただいている。市⾧公約にもある本事業の実現
に向けた想いについて桑名市⾧に伺う。
【答弁】
〇親子が雨の日でも楽しめる大型屋内施設を本市中心部で整備すれば、本市の子育て支援はもちろん、更なる中心市街地活性化にもつながることを期待して
いる。まちなかでの候補地の一つとして考えられる、オーテピア西敷地については、庁内におけるニーズ調査で提案があったが、当面の間は、「おまち多
目的広場」として整備し、イベント等に利用することとしている。将来的な利活用にあたっては、官民連携手法や高度利用の可能性を含め、子育て支援機
能や広場機能など、全庁的に検討を行うこととしている。
〇一方、現時点で、西敷地に子育て支援機能を持つ施設を建設することが決定されている訳ではないため、西敷地以外の候補地についても幅広く検討を行い、
公約の実現に向けて取り組んでいく。

５．防災対策(事前復興まちづくり計画、火災対策、液状化対策)について（５問：防災対策部長、消防局長）
【質問】
事前復興まちづくり計画については、令和８年度末を目標に策定を進めていくと思うが、今回計画対象地区として選定した８地区のうち、どの地区から
策定に着手していくのか、計画完成までの具体的なスケジュールと合わせて防災対策部⾧に伺う。
【答弁】
〇国の内示額が大幅な減額となったため、調整の結果、地域特性の異なる沿岸部と内陸部から着手することとし、住家が集積する市街化区域を有すること等
から、沿岸部「三里」、内陸部「潮江」を選定した。今後のスケジュールは、今年度に計画素案を作成する２地区から、令和７年度以降に地域でのワーク
ショップに着手し、事前復興まちづくり計画(案)の策定に入る予定としている。
〇残り６地区の計画素案の作成は、令和７年度以降に着手し、令和８年度末の完成を目指すこととしているが、今年度と同様に、国の内示額に左右される
ため心配しているところである。早期の事前復興まちづくり計画の完成に向けて、職員一丸となって全力で推進していく。

６．六泉寺町市営住宅再編事業について（４問：市長、都市建設部長）
【質問】
本事業における現在の取組み状況と今後のスケジュール、具体的な整備戸数の検討状況について都市建設部⾧に伺う。
【答弁】
〇現在、アンケート調査や現状の課題整理等を行ったうえで、「整備戸数、住棟の配置、住戸タイプなど」の整備内容の検討を進めるとともに、民間事業者
から余剰地活用に関する意見を聴くため、サウンディング調査を実施したところである。
〇具体的な整備戸数については、現入居者の住戸数確保はもとより、将来的な需要推計や本市の市営住宅の将来的な再編や用途廃止など、市営住宅全体の
課題への対応も含め、適切な戸数を検討・決定する必要がある。子育て世帯の若い世代の入居を大幅に増やすなど、コミュニティバランスに配慮する視点
も含めて総合的に判断し、整備戸数を「282戸」に決定した。
〇今後、この整備戸数をもとに、入居者や地域の皆さまからもご意見を伺いながら、住戸タイプや住棟の配置など、具体的な整備内容の検討を進めていく。
【質問】
入居者の皆さまが今後も安心して継続的に暮らしていくためにも、可能な限り早期に供用開始の目標年度を公表していただきたいと考えるが、この公表
時期について市⾧に伺う。
【答弁】
〇令和14年度末の事業概成を目指しているが、現時点で具体的な整備スケジュールを示すことができていないため、不安に思われている方も多くいると認識
している。現在、「基本計画策定及び民間活力導入可能性調査」の中で詳細な検討を進めているが、例えば、工期を前期・後期に分けて段階的に整備する
など、可能な限り早期に供用開始できるような工夫も検討していく。
〇最適な手法の整理と評価を行った上で、本年12月に基本計画を策定し、今年度末には、直営などの従来手法やPFI手法など、事業手法について決定する予定
である。この事業手法を決定した後に供用開始時期についてお示しできると考えている。


